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●歯科保存学講座  Department of Endodontics 
1. 所属構成員等
教 授 五十嵐　勝
准 教 授 前田宗宏
助 教 西田太郎, 関谷美貴
客 員 教 授 興地隆史, 久保田智也（10月～3月）
非常勤講師 後藤　浩, 石塚克巳, 内山誠也, 箕浦孝昭, 高橋千明, 長谷川和貴, 関口晃弘, 石
川　泰, 依田陽子, 立浪秀幸, 小澤稔史, 内山浩平, 天野亮子, 村田美香, 前田朋
己, 小倉陽子, 松島正和, 永島万理子, 吉田和貴, 小玉裕樹，久保田智也（４月～
９月）
大 学 院 生 杉田浩一, 小栁圭史, 三枝慶祐, 宮下葉月, 小林　鷹, 根岸　翼, 中山竣太郎
聴 講 生 石黒仁江, 高橋浩信, 高橋理恵, 根岸貴人, 原田妙子, 渡邊　充
2. 研究テーマ
1) 歯内療法用器材の開発  Development of endodontic instruments and materials.
2) 根管の拡大形成法に関する研究  Investigation of root canal preparation
method.
3) 根管充塡法に関する研究  Investigation of root canal obturation method.
4) 歯内療法用薬剤に関する研究  Investigation of endodontic agents.
5) 根管充塡用セメント，仮封材に関する研究  Investigation of root canal cement
and hydraulic temporary sealing materials.
6) 歯髄の炎症に関する研究  Investigation of pulp inflammation.
7) 歯内療法における創傷治癒に関する研究  Investigation of wound healing in
endodontics.
8) 歯内療法における予後に関する研究  Investigation of endodontic prognosis.
9) 歯内療法に関わる微生物学的取り組み  Microbiological approach related to
endodontic treatment.
10) 歯，顎骨の発生，発育に関する免疫組織化学的研究  Immunohistochemical













1) ノルウェーのベルゲン大学病理学講座（Center for Cancer Biomarkers CCBIO and









1. 五十嵐　勝 (分担執筆) : 4章04　垂直性歯根完全破折歯の接着再建, 160-165, 北
村和夫［編著］, マストオブ・エンドドンティックサージェリー, 第1版, デンタ
ルダイヤモンド社, 東京, 2019, ISBN 978-4-88510-440-4.
B. 原著
1) *Kitajima K, Das R, Liang X, Neppelberg  E, Johannessen AC, Costea DE,
Igarashi M(7th) (7 authors): Isolation and characterization of cells
derived from human epithelial rests of Malassez, ☆◎Odontology, 2019;
107: 291-300, doi: 10.1007/s10266-018-0397-7.
2) *Igarashi M, Kitajima K, Arai K, Satoh T: Survive for split tooth by
intracanal adhesive with intentional replantation., ◯J Clin Dentistry
Oral Health, 2019; 3(2): 6-10, doi: 10.35841/oral-health.3.2.6-10.
C. 総説・解説
1) 五十嵐　勝: クリニカル　シリーズ　身近な臨床・これからの歯科医のための臨床
講座112　見える歯内療法.日歯医師会誌, 2019; 72（9）: 41-50.
2) 五十嵐　勝: 教職員の意識改革.歯学, 2019; 107: 3.
D. 報告（臨床・症例・研究・商業誌の総説や解説等）・紀要
1) 西田太郎: AAE19参加報告.日歯内療誌, 2020; 41(1): 42-46.







1) Nishida T，Sekiya M，Maeda M，Igarashi M. Guided access opening for
mandibular incisor with multiple canals. , 2019;
https://www.eventscribe.com/2019/AAE19/fsPopup.asp?efp=QU5MTUtMU1Q2Mzk3&Pr
esentationID=529436&rnd=0.1369609&mode=presinfo （参照2020年4月13日）.
2) Nishida T，Ishida Y，Sekiya M，Maeda M，Igarashi M. Consideration of
Access cavity preparation for Mandibular Incisor with multi-canals by




抄録集）, 2019; 59: 64. http://omfr60.umin.jp/img/program.pdf（参照2020年4
月13日）.
4) 関谷美貴，前田宗宏，五十嵐　勝. 各種レシプロックを用いた湾曲根管形成の切削





































































例. 第2回日本心身医学関連学会合同集会プログラム, 2019; 336.
G. 講演
1) 特別講演・シンポジウム等での講演
1) 五十嵐　勝: 臨床研究法の概要と対応, OJミッドウインターミーティング2020, 教
育講演, 東京 (2020年2月11日).
2) 講演会・研究会・研修会等での講演
1) 西田太郎: マイクロスコープの調整, 令和元年度日本歯科大学校友会ポストグラ
デュエート・コースA「マイクロスコープ　アドバンスドコース―根管口明示から
破折ファイル除去まで―」, 東京 (2019年7月7日)．
2) 五十嵐　勝: マイクロスコープ診療の実際, 令和元年度日本歯科大学校友会ポスト
グラデュエート・コースA「マイクロスコープ　アドバンスドコース―根管口明示
から破折ファイル除去まで―」, 東京 (2019年7月7日)．
3) 五十嵐　勝: マイクロスコープを用いたう蝕除去, 令和元年度日本歯科大学校友会
ポストグラデュエート・コースA「マイクロスコープ　アドバンスドコース―根管
口明示から破折ファイル除去まで―」, 東京 (2019年7月7日)．













式）, 日本歯科大学　研究プロジェクト報告会, 東京 (2019年7月10日)．
8) 五十嵐　勝: スタンダードな根管治療と新技術の導入, CDRI（Crinical Dentistry
Research Institute） 例会, 東京 (2019年7月12日)．
9) 五十嵐　勝: 手術用顕微鏡とNi-Ti ロータリーファイルを使用した精密歯内療法,
広島大学第3学年歯内療法学講義, 広島市 (2019年7月17日)．
10) 五十嵐　勝: ワークショップとは, 日本歯科大学教育ワークショップ, 東京 (2019
年7月23日)．





13) 五十嵐　勝: どう対応する根管治療難治症例, 群馬県日本歯科大学校友会学術講演
会, 高崎市 (2020年1月26日)．





日本歯科大学生命歯学部, 一世印刷, 東京, 2019, 監修：勝海一郎.
